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※以下の資料を、事務局にて編集し、情報共有を⾏う。
・マイ・タイムラインかんたん検討ガイド（国⼟交通省⽔管理・国⼟保全局 河川環境課⽔防企画室）
・マイ・タイムライン検討のためのワークショップの進め⽅【〜ワークショップ⻁の巻〜】（同上）
・マイ・タイムラインガイド【Ver.1.0】（マイ・タイムライン実践ポイントブック検討会）

 昨年度に開催した第6回熊野川減災協議会（令和元年9⽉4⽇）では、国機関からの情報提供として『マイ・タ
イムラインの事例紹介（資料5-4-2）』を共有させて頂きましたが、令和2年6⽉26⽇には国⼟交通省より、
新たに『マイ・タイムラインかんたん検討ガイド等について』が通知されました。

 本通知では、マイ・タイムラインの更なる普及・啓発に向けて、『マイ・タイムラインかんたん検討ガイド』
等が作成されたことを連絡するものであり、マイ・タイムラインの取組が⼀層進むように、あらためてマイ・
タイムラインの取組内容等を追加させて頂きました。



「マイ・タイムライン」について
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○ 平成27年9⽉に発⽣した関東・東北豪⾬では、多数の逃げ遅れや避難者の孤⽴が発⽣した。
○ ⾃治体は、洪⽔ハザードマップの公表・配布、説明会の開催を進めているが、住⺠の理解
度は低く、「我がごと」と感じていない。

○ ⽔害の発⽣が切迫した状況下で、住⺠⾃らの判断で避難⾏動に結びつくようにすることが
必要である。

1．背景

住⺠⼀⼈ひとりの家族構成や⽣活環境に合わせ、いつ、
何をするのかをあらかじめ時系列で整理した個⼈毎の
防災⾏動計画である「マイ・タイムライン」を住⺠⾃
らが作成する取組を進めていく必要がある。

２．取組の経緯
平成27年9⽉ 関東・東北豪⾬

平成28年11⽉〜 「みんなでタイムラインプロジェクト」を始動
「⻤怒川・⼩⾙川 減災対策協議会」

マイ・タイムラインの検討ツールを開発
・マイタイムラインノート
・逃げキッド

全国の⾃治体へ普及
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「マイ・タイムライン」の検討について

○ 住⺠⼀⼈ひとりが洪⽔ハザードマップの記載内容を理解し、各々が置かれた状況に応じて
⾃らの判断で避難⾏動につなげるために、以下の3段階の⼿順で検討を進める。

○ 他者の意⾒等を参考に⾃分⾃⾝に置き換えて「気づく」こともあるため、ワークショップ
形式による検討が推奨される。

3．マイ・タイムラインの検討⼿順

自分たちの住んでいる地区の洪水リスクを知るSTEP1

洪水時に得られる情報と
タイムラインの考え方を知る

STEP2

マイ・タイムラインを作成するSTEP3

●過去の洪水を知る
●地形の特徴を知る
●水害リスクを知る

●洪水時に得られる情報とその読み解き方を知る
●タイムラインの考え方を知る
●洪水時の自らの行動を想定する

●一人ひとりのタイムラインを作成する

国⼟交通省では「マイ・タイムライン」の更なる普及・啓発に向け、以下の資料を作成。
①マイ・タイムラインかんたん検討ガイド
②マイ・タイムライン検討のためのワークショップの進め⽅【ワークショップ⻁の巻】
③マイ・タイムラインガイド【Ver.1.0】

掲載ページ
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「マイ・タイムライン」の一例
茨城県常総市の住民が作成したマイタイムラインの一部抜粋 （マイ・タイムラインガイド【Ver.1.0】より）


